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警報や水害、大地震等における対応について（お知らせ） 
 「警報」や「大地震」等における対応につきまして、次のように対応しますので、ご理解

とご協力をよろしくお願いします。また、このお知らせをご家庭のよく見えるところに掲

示していただいて、ご活用くださるようお願いいたします。 

なお、この文書は、学校ＨＰ＞緊急情報 にもアップロードいたします。 

 
暴風警報・暴風雪警報、特別警報への対応 

「豊田市西部」、「西三河北西部」、「愛知県西部」、「愛知県全域」が本校の対象地域です。 

 

１ 登校する前に、「暴風警報」「暴風雪警報」「特別警報」が発令された場合 

（１）午前６時までに、警報が解除された場合 ⇨ 平常通りの授業を行います。 

（２）午前６時までに、警報が解除されない場合 ⇨ その日は、休校とします。 

   ※「暴風警報」「特別警報」が出ていなくても、前日に市教委が給食の中止を決定す

る場合があります。その場合は、学校メールや文書等で速やかにお知らせします。 

２ 登校後に、「暴風警報」「暴風雪警報」「特別警報」が発令された場合 

・授業を中止し、通学路の安全を確認してから、通学班ごとに下校します。 

【保護者の皆様へのお願い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
水害への対応 
・防災気象情報等により、豊田市から朝日丘中学校区に「高齢者等避難」（警戒レベル３）

が発令された場合、本校は「避難対象校」となります。 

・「河川（矢作川）の氾濫」による「高齢者等避難」（警戒レベル３）は「町」の単位で発令

されます。童子山小学校区にある「町」のいずれかに「高齢者等避難」（警戒レベル３）

が発令された場合、次の対応をします。 

 

１ 登校する前に、「高齢者等避難」（警戒レベル３）が発令された場合 

（１）午前６時までに、「高齢者等避難」が解除された場合 ⇨ 平常通りの授業を行います。 

（２）午前６時までに、「高齢者等避難」が解除されない場合 ⇨ その日は、休校とします。 

２ 登校後に、「高齢者等避難」（警戒レベル３）が発令された場合 

・授業を中止し、速やかに避難します。           ～次ページへ続く～

重要・保存用 

「暴風警報」「暴風雪警報」「特別警報」が発令された場合は、以下の①～⑤の対応をご理解のうえ、

ご在宅くださいますようお願いします。 

① 授業を中止し、通学路の安全を確認して通学班ごとに速やかに下校します。下校には、通学班の担当教

員が分担して、集合場所近くまで引率します。 

② 通学路が危険と認められる時や、通学距離等により帰宅が困難と思われる時は、当該児童の安全を確保

し、校内で保護者のお迎えを待ちます。 

③ 留守家庭の児童も校内で待機し、保護者のお迎えにより下校します。お迎えの依頼を学校から電話連絡

いたします。日ごろから、お迎えを待つかどうか、ご家庭で話し合っておいてください。 

④「暴風警報」「暴風雪警報」「特別警報」発令時には、放課後児童クラブ「わらべっ子」は開設されません

ので、ご了承ください。 

⑤ 風雨の状況によっては、全児童を教室で待機させ、全ご家庭にお迎えをお願いすることもあります。 
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【保護者の皆様へのお願い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※午前６時までに「各種警報」「高齢者等避難」が解除された場合、また「大雨警報」「各種注意報」

が発令されている場合は授業を行いますが、登校時に風雨や通学路の冠水、河川の増水等の危険が

ある場合は自宅待機をし、学校に連絡してください。遅れた場合や登校できない場合は、遅刻や欠

席にはなりません。なお、登校不可の判断は、保護者の方でお願いします。 

大地震（豊田市内で震度５弱以上）発生時の対応 
１ 登校する前に発生した場合 
 ・登校を見合わせ、自宅待機とします。 

※電話によるお問い合わせには対応できません。学校メールでお知らせできないことが予想されます。 

２ 登校中に発生した場合 
 ・安全な場所に一時避難し、学校より家が近く、帰宅した場合は自宅待機とします。学校

に到着した場合は、下の「３」の対応とします。 
３ 登校後に発生した場合 

・下校の準備をして学校で待機します。学校から連絡がなくても、テレビ、ラジオ、イン
ターネット、携帯電話等で情報を入手されましたら、速やかに保護者のお迎えをお願
いします。お車でのお迎えはご遠慮ください。 

 
「南海トラフ地震臨時情報」発令時の授業について 
１ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合 
（１）通常通りの教育活動を行います。 

（２）校外活動については、出発前であれば、一時出発を見合わせ、校外活動中の場合はいつでも

帰校できるよう準備します。 

２ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表された場合 
（１）通常通りの教育活動を行います。 

（２）校外活動については、出発前であれば延期（中止）し、校外活動中の場合は速やかに帰校します。 

３ 気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）」が発表された場合 
（１）豊田市は「事前避難対象地域」がないため、通常授業を行い、授業後速やかに帰宅します。 

（２）校外活動については、出発前であれば延期（中止）し、校外活動中の場合は速やかに帰校します。 

※上記は原則であり、状況次第では、臨時休業や下校せずに学校待機などの措置をとる場合もあります。 

 

「J アラート（弾道ミサイル情報や緊急地震速報等）緊急情報」への対応 
１ 登校する前に発表された場合 
（１）登校を見合わせ、自宅待機とします。 

（２）その後の対応については、学校メール等でお知らせします。 

  ・学校メールの送受信ができないことも想定されます。テレビやラジオ等で情報を収集し、安

全が確保されない場合は、保護者の判断で登校を見合わせてください。 

２ 登校後に発表された場合 
（１） 授業を中止し、屋内に避難します。状況に応じ学校待機、保護者のお迎え等の対応をします。 

（２） 安全が確保された場合は、通常通り授業を実施し、原則として通学団で下校します。 

 

※この件に関するお問い合わせは、教頭 蕃（☎３２－０１９６）までお願いします。 

避難になった場合は、以下の①～③の対応をご理解のうえ、ご協力をお願いします。 
① 全校児童は学校に待機します。浸水の状況を見て、校舎棟３階教室やワークスペースへ避難しま

す。 
② 学校より、保護者によるお迎え依頼のメールを送信しますので、お迎えをお願いします。 
③ ６０分間お迎えを待った後、残っている児童は、朝日丘中学校へ避難します。お迎え依頼メールを

送信しますので、童子山小へのお迎えが間に合わなかった場合は、朝日丘中学校へのお迎えをお願
いします。（時間は目安です） 
※できる限り、お車でのお迎えはご遠慮ください。 
※水害の状況によっては、朝日丘中学校に保護者を含めての避難が必要になります。 

 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤って車で来てしまった保護者は、運動場前方に駐車させる。 

体育館で引き

渡しの場合、児童

は靴を持っていな

いため、多くの保

護者が昇降口へ

向かう。 

そのため、南棟

の体育館側の北

側出入り口から校

舎に入り、廊下を

通って昇降口に向

かうようにする。 

昇降口で靴や

かさを取った児童・

保護者は昇降口

から帰宅する。 


